
(57)【要約】

【課題】シース交換を経済的に行うことができる内視鏡

用冷却装置及び内視鏡装置を提供すること。

【解決手段】湾曲可能な湾曲部２を有する挿入部５の先

端側に冷却用流体を流通させて冷却する内視鏡用冷却装

置１１であって、挿入部５の先端側に装着され、先端が

封止されて冷却用流体が流通する折り返し流路１２が配

されたシース１３と、折り返し流路１２に冷却用流体を

供給して回収する流体流通部とを備え、シース１３が、

湾曲部２の湾曲に伴って湾曲する柔軟な軟性部２５を着

脱可能に備えていることを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 有 す る 挿 入 部 の 先 端 側 に 冷 却 用 流 体 を 流 通 さ せ て 冷 却 す る 内 視 鏡 用
冷 却 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 装 着 さ れ 、 先 端 が 封 止 さ れ て 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 す る 折 り 返 し
流 路 が 配 さ れ た シ ー ス と 、
　 前 記 折 り 返 し 流 路 に 前 記 冷 却 用 流 体 を 供 給 し て 回 収 す る 流 体 流 通 部 と を 備 え 、
　 前 記 シ ー ス が 、 前 記 湾 曲 部 の 湾 曲 に 伴 っ て 湾 曲 す る 柔 軟 な 軟 性 部 を 着 脱 可 能 に 備 え て い
る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 軟 性 部 が 、 前 記 シ ー ス の 先 端 側 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
内 視 鏡 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ ー ス が 、 先 端 が 開 口 さ れ て 前 記 挿 入 部 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折
り 返 し 流 路 の 一 部 を 構 成 す る 挿 入 部 流 路 を 形 成 す る 内 シ ー ス と 、
　 先 端 が 封 止 さ れ 、 前 記 内 シ ー ス の 外 周 面 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折 り 返
し 流 路 の 一 部 を 構 成 す る シ ー ス 流 路 を 形 成 す る 外 シ ー ス と を 備 え 、
　 前 記 内 シ ー ス 又 は 前 記 外 シ ー ス の 一 方 の 先 端 が 、 他 方 の 先 端 よ り も 先 端 方 向 に 突 出 し て
前 記 軟 性 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ ー ス が 、 先 端 が 開 口 さ れ て 前 記 挿 入 部 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折
り 返 し 流 路 の 一 部 を 構 成 す る 挿 入 部 流 路 を 形 成 す る 内 シ ー ス と 、
　 先 端 が 封 止 さ れ 、 前 記 内 シ ー ス の 外 周 面 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折 り 返
し 流 路 の 一 部 を 構 成 す る シ ー ス 流 路 を 形 成 す る 外 シ ー ス と を 備 え 、
　 前 記 内 シ ー ス 又 は 前 記 外 シ ー ス の 一 方 の 先 端 側 の 剛 性 が 、 他 方 の 先 端 側 よ り も 低 く 形 成
さ れ て 前 記 軟 性 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 冷
却 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 軟 性 部 を 湾 曲 さ せ た 際 に 前 記 折 り 返 し 流 路 の つ ぶ れ を 規 制 す る 流 路 維 持 部 を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 折 り 返 し 流 路 の 径 方 向 の 膨 張 を 規 制 す る 規 制 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ４ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 冷 却 用 流 体 を 前 記 折 り 返 し 流 路 内 に 供 給 す る 流 体 供 給 口 、 及 び 前 記 折 り 返 し 流 路 か
ら 排 出 さ せ る 流 体 排 出 口 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 が 設 け ら れ た 口 金 が 、 前 記 シ ー ス の 基 端
に 着 脱 可 能 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡
用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 シ ー ス の 基 端 に 、 前 記 折 り 返 し 流 路 と 連 通 さ れ て 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 可 能 な シ ー
ス 延 長 部 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の
内 視 鏡 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 と 、
　 前 記 シ ー ス が 装 着 さ れ る 挿 入 部 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 が 有 す る 挿 入 部 の 先 端 側 に は 、 固 体 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） 等 の 観 察 部 材 が 配 さ
れ て い る た め 、 こ れ ら の 耐 熱 温 度 の 関 係 か ら 最 大 使 用 許 容 温 度 が ８ ０ ℃ 程 度 に 制 限 さ れ て
い る 。 そ の た め 、 工 業 用 内 視 鏡 と し て 複 雑 な 構 造 の エ ン ジ ン 等 の 内 部 を 観 察 し よ う と し て
も 、 運 転 終 了 時 の 温 度 が ２ ０ ０ ℃ 以 上 の 高 温 状 態 と な っ て い る の で 、 こ の ま ま で は 挿 入 部
を エ ン ジ ン 内 に 挿 入 し て 観 察 す る こ と が で き ず 、 使 用 範 囲 が 狭 く な っ て し ま う 。 そ こ で 、
こ の よ う な 高 温 環 境 下 で も 観 察 を 行 う こ と が で き る よ う な 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 及 び 内 視 鏡 装
置 が 種 々 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ ６ ４ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 及 び 内 視 鏡 装 置 の 場 合 、 外 側 軟 性 体
と し て 高 温 下 で も 使 用 可 能 な 材 質 と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン 、 フ ッ 素 、 発 泡 フ ッ 素 等 、
限 ら れ た も の し か な い 。 そ の た め 、 こ れ ら の 樹 脂 を 長 時 間 使 用 し た 場 合 に は 、 熱 に よ る 劣
化 が 生 じ て し ま い 、 交 換 す る 必 要 が 生 じ て し ま う 。 し か し な が ら 、 高 温 下 に 配 さ れ る 部 分
は 外 側 軟 性 体 の 先 端 側 の 一 部 の み で あ り 、 一 部 の み の 劣 化 に か か わ ら ず 外 側 軟 性 体 の 全 体
を そ の 都 度 交 換 す る の は 経 済 的 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 シ ー ス 交 換 を 経 済 的 に 行 う こ と が で き
る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 及 び 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 有 す る 挿 入 部 の 先 端 側 に 冷 却 用
流 体 を 流 通 さ せ て 冷 却 す る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 装 着 さ れ 、
先 端 が 封 止 さ れ て 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 す る 折 り 返 し 流 路 が 配 さ れ た シ ー ス と 、 前 記 折 り
返 し 流 路 に 前 記 冷 却 用 流 体 を 供 給 し て 回 収 す る 流 体 流 通 部 と を 備 え 、 前 記 シ ー ス が 、 前 記
湾 曲 部 の 湾 曲 に 伴 っ て 湾 曲 す る 柔 軟 な 軟 性 部 を 着 脱 可 能 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 軟 性 部 が 配 さ れ て い る の で 、 軟 性 部 と 湾 曲 部 と が 重 な る よ う に シ ー ス と 挿
入 部 と を 位 置 決 め す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 を 容 易 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 軟
性 部 が 、 湾 曲 操 作 や 、 高 温 環 境 等 に よ っ て 劣 化 し た 際 に は 、 シ ー ス 全 体 を 交 換 せ ず に 、 劣
化 し た 軟 性 部 を 取 り 外 し て 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 軟 性 部
が 、 前 記 シ ー ス の 先 端 側 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 シ ー ス の 劣 化 部 分 が 先 端 側 に 多 い た め 、 よ り 好 適 に シ ー ス 交 換 の 経 済 性 を
向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 シ ー ス
が 、 先 端 が 開 口 さ れ て 前 記 挿 入 部 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折 り 返 し 流 路 の
一 部 を 構 成 す る 挿 入 部 流 路 を 形 成 す る 内 シ ー ス と 、 先 端 が 封 止 さ れ 、 前 記 内 シ ー ス の 外 周
面 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折 り 返 し 流 路 の 一 部 を 構 成 す る シ ー ス 流 路 を 形
成 す る 外 シ ー ス と を 備 え 、 前 記 内 シ ー ス 又 は 前 記 外 シ ー ス の 一 方 の 先 端 が 、 他 方 の 先 端 よ
り も 先 端 方 向 に 突 出 し て 前 記 軟 性 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 シ ー ス の 基 端 側 が 内 シ ー ス と 外 シ ー ス と の 二 重 構 造 と な っ て お り 、 先 端 側
が 何 れ か 一 方 の み と な っ て い る の で 、 先 端 側 を 基 端 側 よ り も 容 易 に 柔 軟 に す る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 シ ー ス
が 、 先 端 が 開 口 さ れ て 前 記 挿 入 部 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折 り 返 し 流 路 の
一 部 を 構 成 す る 挿 入 部 流 路 を 形 成 す る 内 シ ー ス と 、 先 端 が 封 止 さ れ 、 前 記 内 シ ー ス の 外 周
面 と の 間 に 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 前 記 折 り 返 し 流 路 の 一 部 を 構 成 す る シ ー ス 流 路 を 形
成 す る 外 シ ー ス と を 備 え 、 前 記 内 シ ー ス 又 は 前 記 外 シ ー ス の 一 方 の 先 端 側 の 剛 性 が 、 他 方
の 先 端 側 よ り も 低 く 形 成 さ れ て 前 記 軟 性 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 シ ー ス と 外 シ ー ス と が 同 じ 長 さ で あ っ て も 、 シ ー ス 全 体 の 先 端 側 と 基 端
側 と の 間 で 柔 軟 性 を 相 違 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 軟 性 部
を 湾 曲 さ せ た 際 に 前 記 折 り 返 し 流 路 の つ ぶ れ を 規 制 す る 流 路 維 持 部 を 備 え て い る こ と を 特
徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 湾 曲 部 と と も に シ ー ス の 軟 性 部 を 湾 曲 さ せ て も 、 折 り 返 し 流 路 が つ ぶ れ て
冷 却 用 流 体 が 流 れ な く な る の を 流 路 維 持 部 に よ っ て 好 適 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 折 り 返
し 流 路 の 径 方 向 の 膨 張 を 規 制 す る 規 制 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 冷 却 用 流 体 が 折 り 返 し 流 路 内 を 循 環 し て も 、 径 方 向 外 方 へ の 膨 張 を 抑 え る
こ と が で き 、 挿 入 部 分 の 外 径 を 維 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 冷 却 用
流 体 を 前 記 折 り 返 し 流 路 内 に 供 給 す る 流 体 供 給 口 、 及 び 前 記 折 り 返 し 流 路 か ら 排 出 さ せ る
流 体 排 出 口 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 が 設 け ら れ た 口 金 が 、 前 記 シ ー ス の 基 端 に 着 脱 可 能 に
配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 シ ー ス の 軟 性 部 以 外 の 部 分 が 劣 化 し て も 口 金 を 外 し て 交 換 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 冷 却 用
流 体 を 前 記 折 り 返 し 流 路 内 に 供 給 す る 流 体 供 給 口 、 及 び 前 記 折 り 返 し 流 路 か ら 排 出 さ せ る
流 体 排 出 口 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 が 設 け ら れ た 口 金 が 、 前 記 シ ー ス の 基 端 に 着 脱 可 能 に
配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 シ ー ス の 軟 性 部 以 外 の 部 分 が 劣 化 し て も 口 金 を 外 し て 交 換 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 冷 却 用
流 体 を 前 記 折 り 返 し 流 路 内 に 供 給 す る 流 体 供 給 口 、 及 び 前 記 折 り 返 し 流 路 か ら 排 出 さ せ る
流 体 排 出 口 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 が 設 け ら れ た 口 金 が 、 前 記 シ ー ス の 基 端 に 着 脱 可 能 に
配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 シ ー ス の 軟 性 部 以 外 の 部 分 が 劣 化 し て も 口 金 を 外 し て 交 換 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 で あ っ て 、 前 記 シ ー ス
の 基 端 に 、 前 記 折 り 返 し 流 路 と 連 通 さ れ て 前 記 冷 却 用 流 体 が 流 通 可 能 な シ ー ス 延 長 部 が 着
脱 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 観 察 対 象 物 に 挿 入 す べ き 挿 入 部 の 長 さ が 短 く て も よ い 場 合 に は 、 必 要 な 長
さ の シ ー ス の み を 挿 入 部 の 先 端 側 に 挿 通 さ せ 、 必 要 に 応 じ て 挿 入 部 の さ ら に 基 端 側 を シ ー
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ス 延 長 部 に 挿 通 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 シ ー ス を よ り 小 さ く 分 割 し て 劣 化 し た 部
分 を よ り 効 率 的 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 と 、 前 記 シ ー ス が 装 着 さ れ
る 挿 入 部 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 備 え て い る の で 、 軟 性 部 と 湾 曲 部 と が 重
な る よ う に シ ー ス と 挿 入 部 と を 位 置 決 め す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 を 容 易 に 湾 曲 さ せ る こ
と が で き る 。 そ し て 軟 性 部 が 、 湾 曲 操 作 や 、 高 温 環 境 等 に よ っ て 劣 化 し た 際 に は 、 シ ー ス
全 体 を 交 換 せ ず に 、 劣 化 し た 軟 性 部 を 取 り 外 し て 交 換 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ス 交 換 を 経 済 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ は 、 所 謂 直 視 型 の も の で あ っ て 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 ２ 及
び そ の 先 端 に 接 続 さ れ た 内 視 鏡 先 端 部 ３ を 有 す る 細 長 の 挿 入 部 ５ と 、 湾 曲 部 ２ を 湾 曲 操 作
さ せ る ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ６ が 配 さ れ た 操 作 部 ７ と 、 図 示 し な い Ｃ Ｃ Ｄ に よ り 撮 像 さ れ た 図
示 し な い 観 察 対 象 物 を 画 像 表 示 さ せ る 表 示 部 ８ が 配 さ れ た 装 置 本 体 １ ０ と 、 空 気 や 水 等 の
冷 却 用 流 体 を 流 通 さ せ て 挿 入 部 ５ の 先 端 側 を 冷 却 す る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ １ と を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ １ は 、 挿 入 部 ５ の 先 端 側 に 装 着 さ れ 、 先 端 が 封 止 さ れ て 冷 却 用 流 体
が 流 通 す る 折 り 返 し 流 路 １ ２ が 配 さ れ た シ ー ス １ ３ と 、 折 り 返 し 流 路 １ ２ に 冷 却 用 流 体 を
供 給 し て 回 収 す る 流 体 流 通 部 １ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ー ス １ ３ は 、 先 端 が 開 口 さ れ て 挿 入 部 ５ と の 間 に 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 折 り 返 し 流 路
１ ２ の 一 部 を 構 成 す る 挿 入 部 流 路 １ ６ を 形 成 す る 内 シ ー ス １ ７ と 、 先 端 が 封 止 さ れ 、 内 シ
ー ス １ ７ の 外 周 面 と の 間 に 冷 却 用 流 体 が 流 通 し て 折 り 返 し 流 路 １ ２ の 一 部 を 構 成 す る シ ー
ス 流 路 １ ８ を 形 成 す る 外 シ ー ス ２ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 内 シ ー ス １ ７ は 、 先 端 が 開 口 し て 形 成 さ れ て お り 、 挿 入 部 ５ が 挿 通 さ れ た 際 に は 、 先 端
が 湾 曲 部 ２ の 基 端 近 傍 位 置 と な る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。 内 シ ー ス １ ７ の 基 端 に は 、 後 述
す る 流 体 供 給 口 ２ ７ が 設 け ら れ た 第 一 口 金 ２ １ が 配 さ れ て い る 。 第 一 口 金 ２ １ の 内 側 に は
図 示 し な い 封 止 部 が 設 け ら れ て お り 、 挿 入 部 流 路 １ ６ が 内 シ ー ス １ ７ の 基 端 に て 開 口 し な
い よ う に 封 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 シ ー ス ２ ０ は 、 先 端 が カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 そ し て 、 挿 入 部 ５
及 び 内 シ ー ス １ ７ が 挿 通 さ れ た 際 に は 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ が 内 視 鏡 先 端 部 ３ の 先 端 よ り も
所 定 距 離 離 間 し て 位 置 決 め さ れ る 。 外 シ ー ス ２ ０ の 基 端 に は 、 後 述 す る 流 体 排 出 口 ２ ８ が
設 け ら れ た 第 二 口 金 ２ ３ が 配 さ れ て い る 。 第 二 口 金 ２ ３ の 内 側 に は 図 示 し な い シ ー ス 封 止
部 が 設 け ら れ て お り 、 シ ー ス 流 路 １ ８ が 外 シ ー ス ２ ０ の 基 端 に て 開 口 し な い よ う に 封 止 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 即 ち 、 外 シ ー ス ２ ０ の 先 端 は 、 内 シ ー ス １ ７ の 先 端 よ り も 先 端 方 向 に 突 出 し て 配 さ れ て
お り 、 湾 曲 部 ２ 及 び 内 視 鏡 先 端 部 ３ を 覆 う 部 分 に は 、 外 シ ー ス ２ ０ と 内 シ ー ス １ ７ と が 重
ね ら れ た シ ー ス １ ３ の 基 端 側 よ り も 柔 軟 な 軟 性 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 軟 性 部
２ ５ が 湾 曲 部 ２ の 位 置 に 位 置 決 め さ れ る 。 挿 入 部 流 路 １ ６ と シ ー ス 流 路 １ ８ と は 、 軟 性 部
２ ５ に て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 流 体 流 通 部 １ ５ は 、 冷 却 用 流 体 の 供 給 源 ２ ６ と 、 供 給 源 ２ ６ か ら の 冷 却 用 流 体 を 挿 入 部
流 路 １ ６ に 流 入 さ せ る た め に 、 外 シ ー ス ２ ０ の 基 端 か ら 中 心 軸 線 Ｃ 方 向 に 突 出 し て 内 シ ー
ス １ ７ の 基 端 側 に 径 方 向 外 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 流 体 供 給 口 ２ ７ と 、 シ ー ス １ ３ 内 を 循
環 し た 冷 却 用 流 体 を シ ー ス 流 路 １ ８ か ら 排 出 す る た め に 外 シ ー ス ２ ０ の 基 端 側 に 径 方 向 外
方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 流 体 排 出 口 ２ ８ と 、 供 給 源 ２ ６ と 流 体 供 給 口 ２ ７ と を 接 続 す る 供
給 配 管 ３ ０ と 、 供 給 源 ２ ６ と 流 体 排 出 口 ２ ８ と を 接 続 す る 排 出 配 管 ３ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 供 給 源 ２ ６ は 、 冷 却 用 流 体 が 貯 留 さ れ る タ ン ク ３ ２ と 、 タ ン ク ３ ２ 内 の 冷 却 用 流 体 を 供
給 配 管 ３ ０ に 供 給 す る た め の ポ ン プ ３ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ １ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ の 使 用 方
法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 内 シ ー ス の 先 端 が 湾 曲 部 ２ の 基 端 近 傍 位 置 と な る よ う に 内 シ ー ス １ ７ と 挿 入 部 ５
と を 嵌 合 す る 。 こ の 状 態 で 、 挿 入 部 ５ と 内 シ ー ス １ ７ と の 間 に 挿 入 部 流 路 １ ６ が 形 成 さ れ
、 挿 入 部 ５ と 内 シ ー ス １ ７ と が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 続 い て 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ と 内 視 鏡 先 端 部 ３ の 先 端 と が 所 定 の 距 離 で 離 間 す る よ う に 内
シ ー ス １ ７ と 外 シ ー ス ２ ０ と を 嵌 合 す る 。 こ の 状 態 で 、 内 シ ー ス １ ７ と 外 シ ー ス ２ ０ と の
間 に シ ー ス 流 路 が 形 成 さ れ 、 内 シ ー ス １ ７ と 外 シ ー ス ２ ０ と が 固 定 さ れ る 。 な お 、 先 に 内
シ ー ス １ ７ と 外 シ ー ス ２ ０ と を 嵌 合 さ せ て 位 置 決 め か ら 、 内 シ ー ス １ ７ と 挿 入 部 ５ と を 嵌
合 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 供 給 源 ２ ６ の ポ ン プ ３ ３ を 駆 動 し て 冷 却 用 流 体 を タ ン ク ３ ２ か ら シ ー ス １ ３ に 送
出 す る 。 即 ち 、 冷 却 用 流 体 は 、 供 給 配 管 ３ ０ を 介 し て 流 体 供 給 口 ２ ７ か ら 挿 入 部 流 路 １ ６
に 流 入 す る 。 こ の と き 、 冷 却 用 流 体 は 、 挿 入 部 流 路 １ ６ を シ ー ス １ ３ の 先 端 側 に 向 っ て 流
れ 、 内 シ ー ス １ ７ 先 端 の 開 口 部 分 か ら 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 冷 却 用 流 体 は 、 湾 曲 部 ２ 及 び 内 視 鏡 先 端 部 ３ を 流 れ 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ に て 折 り 返 さ れ
て シ ー ス 流 路 １ ８ に 流 入 し 、 シ ー ス １ ３ の 基 端 側 に 向 か っ て 流 れ る 。 そ し て 、 冷 却 用 流 体
は 、 流 体 排 出 口 ２ ８ か ら 排 出 配 管 ３ １ に 導 入 さ れ る 。 こ う し て 、 排 出 配 管 ３ １ か ら タ ン ク
３ ２ に 戻 っ た 冷 却 用 流 体 は 、 再 び 上 述 し た 経 路 を 循 環 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 状 態 で 挿 入 部 ５ を シ ー ス １ ３ と と も に 図 示 し な い 観 察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 し 、 外 シ
ー ス ２ ０ の カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ を 介 し て 観 察 対 象 物 を 観 察 し て 表 示 部 ８ に 表 示 さ せ る 。 こ の
と き 、 観 察 方 向 を 変 え る 場 合 に は 、 操 作 部 ７ の ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ６ を 操 作 し て 湾 曲 部 ２ を
所 定 の 方 向 に 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 先 端 部 ３ の 向 き を 変 え る 。 こ の 際 、 湾 曲 部 ２
の 周 囲 が 軟 性 部 ２ ５ な の で 、 湾 曲 部 ２ の 湾 曲 に 対 し て シ ー ス １ ３ も 柔 軟 に 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 シ ー ス １ ３ の 周 囲 が 高 温 状 態 で あ っ て も 、 冷 却 用 流 体 に よ っ て 湾 曲 部 ２ 及 び 内
視 鏡 先 端 部 ３ が 冷 却 さ れ て い る の で 、 内 視 鏡 先 端 部 ３ の 内 部 に 配 さ れ た 不 図 示 の Ｃ Ｃ Ｄ 等
の 温 度 上 昇 が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 観 察 が 終 了 し た 際 に は 、 挿 入 部 ５ 及 び シ ー ス １ ３ を と も に 観 察 対 象 物 か ら 取 り 出 し 、 内
視 鏡 用 冷 却 装 置 １ １ の 供 給 源 ２ ６ の ポ ン プ ３ ３ の 駆 動 を 停 止 す る 。 観 察 を 繰 り 返 す こ と に
よ っ て 軟 性 部 ２ ５ が 劣 化 し た 場 合 に は 、 外 シ ー ス ２ ０ の み を 交 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ １ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ に よ れ ば 、 軟 性 部 ２ ５ が 配 さ
れ て い る の で 、 軟 性 部 ２ ５ と 湾 曲 部 ２ と が 重 な る よ う に シ ー ス １ ３ と 挿 入 部 ５ と を 位 置 決
め す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 ２ を 容 易 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 シ ー ス １ ３ の
先 端 側 が 高 温 環 境 に 晒 さ れ た 際 に は 、 劣 化 し や す い 軟 性 部 ２ ５ を 含 む 外 シ ー ス ２ ０ を 取 り
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外 し て 交 換 す る こ と が で き 、 シ ー ス 交 換 を 経 済 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 際 、 シ ー ス １ ３ の 基 端 側 は 内 シ ー ス １ ７ と 外 シ ー ス ２ ０ と の 二 重 構 造 と な っ て お り
、 先 端 側 が 外 シ ー ス ２ ０ の み と な っ て い る の で 、 先 端 側 を 基 端 側 よ り も 容 易 に 柔 軟 に す る
こ と が で き 、 軟 性 部 ２ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省
略 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
４ ０ の 内 シ ー ス ４ １ が 、 外 シ ー ス ４ ２ よ り も 先 端 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る と し た 点 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 外 シ ー ス ４ ２ は 、 先 端 が 開 口 し て 形 成 さ れ て お り 、 挿 入 部 ５ が 挿 通 さ れ た 際 に は 、 先 端
が 湾 曲 部 ２ の 基 端 近 傍 位 置 と な る よ う に 内 シ ー ス ４ １ に 対 し て 位 置 決 め さ れ る 。
　 内 シ ー ス ４ １ は 、 挿 入 部 ５ の 外 周 面 と の 間 に 挿 入 部 流 路 １ ６ を 形 成 す る と と も に 、 外 シ
ー ス ４ ２ と の 間 に シ ー ス 流 路 １ ８ を 形 成 し 、 外 シ ー ス ４ ２ と 同 様 に 湾 曲 部 ２ の 基 端 近 傍 位
置 に 位 置 決 め さ れ る 内 シ ー ス 本 体 ４ ３ と 、 内 シ ー ス 本 体 ４ ３ と 外 シ ー ス ４ ２ と の 間 に 着 脱
可 能 に 嵌 合 さ れ て 、 外 シ ー ス ４ ２ の 先 端 開 口 を 封 止 す る 筒 状 の 軟 性 部 ４ ５ と 、 軟 性 部 ４ ５
の 先 端 に 外 嵌 さ れ た 先 端 口 金 ４ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 内 シ ー ス 本 体 ４ ３ の 先 端 で あ っ て 、 軟 性 部 ４ ５ の 基 端 か ら 所 定 の 距 離 に 離 間 し た 位 置 に
は 、 挿 入 部 流 路 １ ６ と シ ー ス 流 路 １ ８ と を 連 通 さ せ る 連 通 孔 ４ ７ が 複 数 設 け ら れ て い る 。
軟 性 部 ４ ５ は 、 外 シ ー ス ４ ２ 及 び 内 シ ー ス 本 体 ４ ３ よ り も 柔 軟 な 材 質 か ら な り 、 湾 曲 部 ２
を 覆 う 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。 先 端 口 金 ４ ６ は 、 外 シ ー ス ４ ２ と 略 同 一 の 外 径 を 有 し て 筒
状 に 形 成 さ れ て お り 、 先 端 に は カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ４ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ４ ８ の 使 用
方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 軟 性 部 ４ ５ と 先 端 口 金 ４ ６ と を 嵌 合 し 、 さ ら に 軟 性 部 ４ ５ 、 内 シ ー ス 本 体 、 及 び
外 シ ー ス ４ ２ を 嵌 合 し て シ ー ス ４ ９ と し た 後 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ と 内 視 鏡 先 端 部 ３ と が 所
定 の 距 離 に 離 間 す る よ う に 、 挿 入 部 ５ と 内 シ ー ス ４ １ と を 嵌 合 さ せ る 。 な お 、 こ の シ ー ス
４ ９ の 組 み 立 て 順 番 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 冷 却 用 流 体 を シ ー ス ４ ９ 内 で 循 環 さ せ る 。 こ の 状 態 で
挿 入 部 ５ を シ ー ス ４ ９ と と も に 図 示 し な い 観 察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 し 、 冷 却 用 流 体 に よ っ
て 挿 入 部 ５ の 先 端 側 が 冷 却 さ れ た 状 態 で 観 察 対 象 物 を 観 察 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 観 察 方 向 を 変 え る 場 合 に は 、 軟 性 部 ４ ５ が シ ー ス ４ ９ の 他 の 部 分 よ り も 柔 軟 な の で 、 湾
曲 部 ２ の 湾 曲 に 対 し て シ ー ス ４ ９ も 柔 軟 に 湾 曲 す る 。 軟 性 部 ４ ５ が 高 温 等 に よ っ て 劣 化 し
て 交 換 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、 軟 性 部 ４ ５ の み を 取 り 外 し て 交 換 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ４ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ４ ８ に よ れ ば 、 軟 性 部 ４ ５ の み
を 交 換 す れ ば よ い の で 、 よ り 効 率 的 か つ 経 済 的 な シ ー ス 交 換 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ３ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
５ ０ が 、 軟 性 部 ２ ５ を 湾 曲 さ せ た 際 に 折 り 返 し 流 路 １ ２ の つ ぶ れ を 規 制 す る コ イ ル 部 材 （
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流 路 維 持 部 ） ５ １ を 備 え て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 コ イ ル 部 材 ５ １ は 、 外 径 が 外 シ ー ス ２ ０ の 内 径 と 略 同 一 と さ れ 、 湾 曲 部 ２ を 覆 う よ う に
外 シ ー ス ２ ０ の 内 側 、 か つ 、 内 シ ー ス １ ７ よ り も 先 端 に 配 さ れ て い る 。 な お 、 コ イ ル 部 材
５ １ は 、 軟 性 部 ２ ５ が つ ぶ れ な い 程 度 の 粗 い 巻 き 方 を し て 柔 軟 性 を 出 し て い る が 、 コ イ ル
部 材 の 素 線 径 を 細 く し て 密 に 巻 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ５ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ５ ２ の 使 用
方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 記 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 図 示 し な い 挿 入 部 を 内 シ ー ス １ ７ に 挿 通 し て 図 示 し な い 折
り 返 し 流 路 に 冷 却 用 流 体 を 循 環 さ せ る 。 こ の 際 、 図 示 し な い 湾 曲 部 と と も に 軟 性 部 ２ ５ を
湾 曲 さ せ た 際 、 湾 曲 方 向 内 側 で は 軟 性 部 ２ ５ と 湾 曲 部 と が 接 近 し て 折 り 返 し 流 路 が 狭 め ら
れ る 。 し か し 、 コ イ ル 部 材 ５ １ が 間 に 配 さ れ て い る の で 、 折 り 返 し 流 路 が つ ぶ れ ず に コ イ
ル 部 材 ５ １ の 線 径 分 の 空 間 が 確 保 さ れ 、 コ イ ル 部 材 ５ １ の 隙 間 を 冷 却 用 流 体 が 流 通 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ５ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ５ ２ に よ れ ば 、 湾 曲 部 ２ と 軟 性
部 ２ ５ と の 間 に 形 成 さ れ た 折 り 返 し 流 路 の 湾 曲 内 側 が 塞 が れ て し ま う の を 抑 え て 冷 却 用 流
体 の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ４ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
６ ０ の 内 シ ー ス ６ １ の 先 端 側 の 剛 性 が 、 内 シ ー ス ６ １ の 基 端 側 や 外 シ ー ス ２ ０ の 剛 性 よ り
も 低 く 形 成 さ れ て 軟 性 部 ６ ２ が 設 け ら れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 内 シ ー ス ６ １ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ が 挿 通 さ れ た 際 に は 、 先 端 が 内 視
鏡 先 端 部 ３ の 先 端 と 略 同 一 の 位 置 と な る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。 そ し て 、 湾 曲 部 ２ を 覆 う
位 置 に は 、 周 方 向 に 複 数 の ス リ ッ ト ６ ３ が 設 け ら れ て い る 。 即 ち 、 ス リ ッ ト ６ ３ に よ っ て
剛 性 が 低 下 し て 軟 性 部 ６ ２ と な っ て い る 。 な お 、 ス リ ッ ト ６ ３ を 設 け る 代 わ り に 、 先 端 の
み を 発 泡 材 と し て 基 端 側 よ り も 密 度 の 低 い 材 料 と し て 柔 軟 な も の と し て も よ い 。 例 え ば 、
図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 発 泡 材 か ら な る チ ュ ー ブ 本 体 ６ ４ Ａ の 基 端 側 の 外 面 に 熱 収 縮 チ
ュ ー ブ ６ ４ Ｂ が 被 嵌 さ れ た 内 シ ー ス ６ ４ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ６ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ６ ５ の 使 用
方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に シ ー ス ６ ６ と 挿 入 部 ５ と を 嵌 合 さ せ 、 冷 却 用 流 体 を 供 給
し て 図 示 し な い 折 り 返 し 流 路 を 循 環 さ せ て 、 挿 入 部 ５ を シ ー ス ６ ６ と と も に 図 示 し な い 観
察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 湾 曲 部 ２ の 湾 曲 操 作 に よ っ て 湾 曲 部 ２ と と も に 軟 性 部 ６ ２ が 湾 曲 す る 際 に は 、 湾 曲 し た
内 側 の ス リ ッ ト ６ ３ は 収 縮 す る と と も に 、 湾 曲 し た 外 側 の ス リ ッ ト ６ ３ は 拡 開 す る 。 従 っ
て 、 湾 曲 部 ２ の 湾 曲 に 軟 性 部 ６ ２ も 追 従 し て 、 シ ー ス ６ ６ も 柔 軟 に 湾 曲 す る 。 軟 性 部 ６ ２
が 高 温 等 に よ っ て 劣 化 し て 交 換 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、 内 シ ー ス ６ １ の み を 取 り 外 し
て 交 換 す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ６ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ６ ５ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態
と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 第 ５ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
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　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ５ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
７ ０ の 外 シ ー ス ７ １ の 第 二 口 金 ７ ２ が 、 外 シ ー ス ７ １ の 基 端 に 着 脱 可 能 に 配 さ れ て い る と
し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 二 口 金 ７ ２ は 、 外 シ ー ス ７ １ の 基 端 外 面 に 装 着 さ れ た 短 管 状 の 口 金 本 体 ７ ５ と 、 流 体
排 出 口 ２ ８ が 設 け ら れ て 口 金 本 体 ７ ５ に 対 し て 着 脱 可 能 な 金 属 製 の コ ネ ク タ 部 （ 口 金 ） ７
６ と を 備 え て い る 。 口 金 本 体 ７ ５ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 部 材 に て 構 成 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ 部
７ ６ は 、 外 シ ー ス ７ １ の 外 径 と 略 同 一 の 外 径 を 有 す る 短 管 状 の 小 径 部 ７ ７ と 、 小 径 部 ７ ７
よ り も 太 径 と さ れ て 流 体 排 出 口 ２ ８ が 配 さ れ た 大 径 部 ７ ８ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 口 金
本 体 ７ ５ と 小 径 部 ７ ７ と が 嵌 合 さ れ て 、 第 二 口 金 ７ ２ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ７ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ７ ９ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態
と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 特 に 、 図 示 し な い 軟 性 部 や 軟 性 部 以 外 の 部 分 が 劣 化
し て 交 換 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 に も 、 外 シ ー ス ７ １ か ら コ ネ ク タ 部 ７ ６ を 取 り 外 し て 残 り
の 部 分 を 交 換 す る こ と が で き る 。 ま た 、 内 シ ー ス の 構 成 も 外 シ ー ス と 同 様 の 構 成 と す る と
と も に 、 長 さ が 異 な る シ ー ス を 複 数 用 意 す る こ と に よ っ て 、 用 途 に 応 じ て 好 適 な 長 さ の も
の を 選 択 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 第 ６ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ６ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
８ ０ の 外 シ ー ス ８ １ の 基 端 に 、 図 示 し な い 折 り 返 し 流 路 と 連 通 さ れ て 冷 却 用 流 体 が 流 通 す
る シ ー ス 延 長 部 ８ ２ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 外 シ ー ス ８ １ は 、 基 端 に シ ー ス 延 長 部 ８ ２ が 装 着 さ れ る こ と に よ っ て 第 １ の 実 施 形 態 に
係 る 外 シ ー ス ２ ０ と 略 同 一 長 さ と な る よ う に 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 外 シ ー ス ８ １ よ り も
短 い 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。
　 第 二 口 金 ８ ３ は 、 金 属 製 の 口 金 本 体 ８ ５ と 、 口 金 本 体 ８ ５ に 対 し て 着 脱 可 能 な 金 属 製 の
コ ネ ク タ 部 ８ ６ と を 備 え て い る 。 コ ネ ク タ 部 ８ ６ の 先 端 に は 、 口 金 本 体 ８ ５ の 内 面 と 嵌 合
可 能 な パ ッ キ ン ８ ７ が 配 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ 部 ８ ６ の 基 端 に は 、 図 示 し な い 内 シ ー ス と
の 固 定 部 ８ ８ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 シ ー ス 延 長 部 ８ ２ の 先 端 に は コ ネ ク タ 部 ８ ６ に 配 さ れ た も の と 同 様 の パ ッ キ ン ８ ７ が 配
さ れ て お り 、 基 端 に は 、 外 シ ー ス ８ １ に 配 さ れ た も の と 同 様 の 口 金 本 体 ８ ５ が 配 さ れ て い
る 。 即 ち 、 コ ネ ク タ 部 ８ ６ は 、 外 シ ー ス ８ １ 及 び シ ー ス 延 長 部 ８ ２ の 何 れ の 口 金 本 体 ８ ５
に 対 し て も 着 脱 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ８ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ８ ９ の 使 用
方 法 、 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 示 し な い 観 察 対 象 物 に 対 し て 、 図 示 し な い 挿 入 部 の 挿 入 長 さ が 短 い 場 合 に は 、 コ ネ ク
タ 部 ８ ６ を 外 シ ー ス ８ １ の 基 端 に 配 さ れ た 口 金 本 体 ８ ５ と 嵌 合 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様
の 方 法 に て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 、 挿 入 部 の 挿 入 長 さ が 長 い 場 合 に は 、 外 シ ー ス ８ １ の 基 端 に 配 さ れ た 口 金 本 体 ８ ５
と 、 シ ー ス 延 長 部 ８ ２ の 先 端 に 配 さ れ た パ ッ キ ン ８ ７ と を 嵌 合 さ せ る 。 そ し て 、 コ ネ ク タ
部 ８ ６ を シ ー ス 延 長 部 ８ ２ の 基 端 に 配 さ れ た 口 金 本 体 ８ ５ と 嵌 合 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同
様 の 方 法 に て 使 用 す る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 際 、 シ ー ス 延 長 部 ８ ２ と 内 シ ー ス と の 間 に 、 図 示 し な い シ ー ス 流 路 と 連 通 さ れ た 図
示 し な い 流 路 が 形 成 さ れ る の で 、 図 示 し な い 挿 入 部 流 路 を 流 れ る 冷 却 用 流 体 は 、 シ ー ス 流
路 か ら こ の 流 路 に 流 通 さ れ 、 コ ネ ク タ 部 ８ ６ の 流 体 排 出 口 ２ ８ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ８ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 ８ ９ に よ れ ば 、 観 察 対 象 物 に 挿
入 す べ き 挿 入 部 の 長 さ が 短 く て も よ い 場 合 に は 、 必 要 な 長 さ の 外 シ ー ス ８ １ の み を 挿 入 部
の 先 端 側 に 挿 通 さ せ 、 必 要 に 応 じ て 挿 入 部 の さ ら に 基 端 側 を シ ー ス 延 長 部 ８ ２ に 挿 通 さ せ
る こ と が で き る 。 そ の た め 、 シ ー ス を よ り 小 さ く 分 割 し て 劣 化 し た 部 分 を よ り 効 率 的 に 交
換 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ー ス 延 長 部 を 複 数 備 え る こ と に よ り 、 こ れ ら を 複 数 連 接 さ
せ 、 用 途 に 応 じ た 多 様 な シ ー ス 長 さ を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 第 ７ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ７ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
９ ０ の 外 シ ー ス ９ １ が 、 図 示 し な い 内 シ ー ス の 外 周 面 と の 間 に 図 示 し な い シ ー ス 流 路 を 形
成 し て 、 内 シ ー ス と 同 様 に 図 示 し な い 湾 曲 部 の 基 端 近 傍 位 置 に 位 置 決 め さ れ る 外 シ ー ス 本
体 ９ ２ と 、 外 シ ー ス 本 体 ９ ２ の 先 端 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 筒 状 の 軟 性 部 ９ ３ と 、 軟 性 部
９ ３ の 先 端 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 先 端 口 金 ９ ５ と を 備 え て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 外 シ ー ス 本 体 ９ ２ の 先 端 に は 、 軟 性 部 ９ ３ の 後 述 す る 基 端 凸 部 １ １ ０ が 係 合 可 能 な 先 端
溝 ９ ６ が 形 成 さ れ た 第 三 口 金 ９ ７ が 配 さ れ て い る 。 外 シ ー ス 本 体 ９ ２ の 基 端 に は 、 後 述 す
る コ ネ ク タ 側 先 端 凸 部 １ ０ ３ が 係 合 可 能 な 基 端 溝 ９ ８ が 形 成 さ れ た 第 二 口 金 １ ０ ０ の 口 金
本 体 １ ０ １ が 配 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ 部 １ ０ ２ の 先 端 に は 、 口 金 本 体 １ ０ １ に 設 け ら れ た
基 端 溝 ９ ８ と 係 合 さ れ る コ ネ ク タ 側 先 端 凸 部 １ ０ ３ と 、 コ ネ ク タ 側 先 端 凸 部 １ ０ ３ よ り も
先 端 側 に て 口 金 本 体 １ ０ １ の 内 面 に 押 圧 さ れ る Ｏ リ ン グ １ ０ ５ と が 配 さ れ て い る 。 コ ネ ク
タ 部 １ ０ ２ の 基 端 に は 、 内 シ ー ス と の 固 定 部 １ ０ ６ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 軟 性 部 ９ ３ は 、 外 シ ー ス 本 体 ９ ２ よ り も 柔 軟 な 材 料 か ら な り 、 軟 性 部 ９ ３ の 基 端 に は 基
端 側 短 管 １ ０ ７ が 接 着 さ れ て お り 、 先 端 に は 先 端 側 短 管 １ ０ ８ が 接 着 さ れ て い る 。 基 端 側
短 管 １ ０ ７ に は 、 第 三 口 金 ９ ７ の 先 端 溝 ９ ６ と 係 合 さ れ る 基 端 凸 部 １ １ ０ と 、 基 端 凸 部 １
１ ０ よ り も 基 端 側 に て 第 三 口 金 ９ ７ の 内 面 に 押 圧 さ れ る Ｏ リ ン グ １ ０ ５ と が 設 け ら れ て い
る 。 先 端 側 短 管 １ ０ ８ に は 、 先 端 口 金 ９ ５ に 設 け ら れ た 先 端 口 金 溝 １ １ １ と 係 合 可 能 な 先
端 凸 部 １ １ ２ と 、 先 端 凸 部 １ １ ２ よ り も 先 端 側 に て 先 端 口 金 ９ ５ の 内 面 に 押 圧 さ れ る Ｏ リ
ン グ １ ０ ５ と が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 先 端 口 金 ９ ５ は 、 短 管 状 に 形 成 さ れ 、 先 端 に は カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ が 配 さ れ て い る 。 先 端
口 金 溝 １ １ １ は 、 先 端 口 金 ９ ５ の 基 端 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 先 端 溝 ９ ６ 、 基 端 溝 ９ ８
、 先 端 口 金 溝 １ １ １ は 、 何 れ も 口 金 端 部 か ら 中 心 軸 線 Ｃ 方 向 に 延 び 、 途 中 で 中 心 軸 線 Ｃ に
対 し て 直 交 す る 方 向 に 屈 曲 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ９ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ １ ３ の 使
用 方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 先 端 口 金 ９ ５ の 先 端 口 金 溝 １ １ １ と 軟 性 部 ９ ３ の 先 端 凸 部 １ １ ２ と を 係 合 す る と
と も に 、 軟 性 部 ９ ３ の 基 端 凸 部 １ １ ０ と 第 三 口 金 ９ ７ の 先 端 溝 ９ ６ と を 係 合 し 、 さ ら に 、
口 金 本 体 １ ０ １ の 基 端 溝 ９ ８ と コ ネ ク タ 部 １ ０ ２ の コ ネ ク タ 側 先 端 凸 部 １ ０ ３ と を 係 合 し
て 外 シ ー ス ９ １ と す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 そ し て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 内 シ ー ス と 挿 入 部 ５ と を 嵌 合 す る 。 な お 、 こ の 組 み 立
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て 順 番 は 上 述 し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 そ の 後 、 冷 却 用 流 体 を 供 給 し て 図 示 し な い 折 り 返 し 流 路 を 循 環 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 ９ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ １ ３ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形
態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 特 に 、 軟 性 部 ９ ３ が 劣 化 し て 交 換 す る 必 要 が 生 じ
た 場 合 に は 、 外 シ ー ス ９ １ か ら 軟 性 部 ９ ３ の み を 取 り 外 し て 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 第 ８ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ９ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ８ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
１ ２ ０ の シ ー ス １ ２ １ が 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ と 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 先 端 に 着 脱 可 能 に 接
続 さ れ る 軟 性 部 １ ２ ３ と を 備 え 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ と 軟 性 部 １ ２ ３ と に 、 挿 入 部 ５ が 挿 通
可 能 な 挿 通 孔 １ ２ ５ と 、 挿 通 孔 １ ２ ５ の 周 囲 に 周 方 向 に 並 ん だ 複 数 の 小 流 路 １ ２ ６ と が 、
そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 基 端 に は 、 第 二 口 金 １ ２ ７ が 有 す る 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 口 金 本 体
１ ０ １ と 同 様 の も の が 配 さ れ 、 先 端 に は 第 三 口 金 １ ２ ８ が 配 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ 部 １ ３
０ に は 、 口 金 本 体 １ ０ １ の 基 端 溝 ９ ８ と 係 合 可 能 な コ ネ ク タ 側 凸 部 １ ３ １ が 形 成 さ れ 、 流
体 供 給 口 ２ ７ 及 び 流 体 排 出 口 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 三 口 金 １ ２ ８ に は 、 後 述 す る 軟 性 部 側 溝 １ ３ ５ と 係 合 可 能 な 本 体 側 凸 部 １ ３ ２ が 設 け
ら れ て い る 。
　 軟 性 部 １ ２ ３ の 先 端 に は 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ を 有 す る 先 端 口 金 １ ３ ３ が 接 着 さ れ て い る
。 軟 性 部 １ ２ ３ の 基 端 に は 、 本 体 側 凸 部 １ ３ ２ が 係 合 可 能 な 軟 性 部 側 溝 １ ３ ５ が 形 成 さ れ
た 軟 性 部 口 金 １ ３ ６ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 小 流 路 １ ２ ６ は 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 先 端 に 開 口 し て 設 け ら れ て シ
ー ス 流 路 １ ３ ７ と な っ て い る 。 挿 入 部 ５ を 挿 通 孔 １ ２ ５ に 挿 通 し た 際 に は 、 挿 入 部 ５ と 挿
通 孔 １ ２ ５ の 壁 面 と の 間 に 挿 入 部 流 路 １ ３ ８ が 形 成 さ れ る 。 こ う し て 、 軟 性 部 １ ２ ３ の 先
端 面 １ ２ ３ ａ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 を 介 し て 挿 入 部 流 路 １ ３ ８ と シ
ー ス 流 路 １ ３ ７ と が 連 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ２ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ３ ９ の
使 用 方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 第 三 口 金 １ ２ ８ の 本 体 側 凸 部 １ ３ ２ と 、 軟 性 部 １ ２ ３ の 軟 性
部 口 金 １ ３ ６ の 軟 性 部 側 溝 １ ３ ５ と を 係 合 し て 軟 性 部 １ ２ ３ と シ ー ス 本 体 １ ２ ２ と を 接 続
し 、 か つ 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 口 金 本 体 １ ０ １ の 基 端 溝 ９ ８ と 、 コ ネ ク タ 部 １ ３ ０ の コ ネ
ク タ 側 凸 部 １ ３ １ と を 係 合 し て シ ー ス 本 体 １ ２ ２ と コ ネ ク タ 部 １ ３ ０ と を 接 続 し て シ ー ス
１ ２ １ と す る 。 そ し て 、 挿 入 部 ５ の 先 端 が カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ か ら 所 定 の 距 離 に 離 間 し た 位
置 と な る よ う に 、 挿 通 孔 １ ２ ５ と 挿 入 部 ５ と を 嵌 合 す る 。 こ の 際 、 挿 入 部 ５ と 挿 通 孔 １ ２
５ の 壁 面 と の 間 に 挿 入 部 流 路 １ ３ ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ し て 、 挿 入 部 ５ を シ ー ス １ ２ １ と と も に 図 示 し な い 観 察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 し 、 挿 入
部 流 路 １ ３ ８ に 冷 却 用 流 体 を 供 給 す る 。 冷 却 用 流 体 は 、 挿 入 部 流 路 １ ３ ８ を 流 通 し て 先 端
口 金 １ ３ ３ 内 で 折 り 返 さ れ 、 シ ー ス 本 体 １ ２ ２ の 小 流 路 １ ２ ６ 内 を 流 通 し て 循 環 さ れ る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ２ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ３ ９ に よ れ ば 、 第 ７ の 実 施
形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 第 ９ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
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　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 ９ の 実 施 形 態 と 第 ８ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置
１ ４ ０ の シ ー ス 本 体 １ ４ １ と 軟 性 部 １ ４ ２ と を 位 置 決 め す る た め の 位 置 決 め 機 構 １ ４ ３ が
設 け ら れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 シ ー ス 本 体 １ ４ １ の 挿 通 孔 １ ４ ５ の 周 囲 に は 、 小 流 路 １ ２ ６ の 代 わ り に 、 軟 性 部 １ ４ ２
と 接 続 さ れ た 際 に 冷 却 用 流 体 を シ ー ス １ ４ ６ の 先 端 方 向 に 流 通 さ せ る 供 給 流 路 １ ４ ７ と 、
冷 却 用 流 体 を シ ー ス １ ４ ６ の 基 端 方 向 に 流 通 さ せ る 排 出 流 路 １ ４ ８ と が 形 成 さ れ て い る 。
供 給 流 路 １ ４ ７ 及 び 排 出 流 路 １ ４ ８ が 折 り 返 し 流 路 １ ５ ０ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 位 置 決 め 機 構 １ ４ ３ は 、 軟 性 部 １ ４ ２ に 設 け ら れ た 第 一 短 管 １ ５ １ と 、 シ ー ス 本 体 １ ４
１ に 設 け ら れ た 第 二 短 管 １ ５ ２ と を 備 え て い る 。 第 一 短 管 １ ５ １ は 、 軟 性 部 １ ４ ２ の 基 端
面 １ ４ ２ ａ 側 の 挿 通 孔 １ ４ ５ と 嵌 合 さ れ て 配 さ れ て い る 。 第 二 短 管 １ ５ ２ は 、 シ ー ス 本 体
１ ４ １ 側 の 挿 通 孔 １ ４ ５ と 嵌 合 さ れ る と と も に 、 シ ー ス 本 体 １ ４ １ の 先 端 面 １ ４ １ ａ か ら
先 端 に 突 出 し て 配 さ れ て お り 、 第 一 短 管 １ ５ １ の 内 面 と 嵌 合 可 能 な 外 径 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 二 口 金 １ ５ ３ に は 、 供 給 流 路 １ ４ ７ と 連 通 さ れ た 流 体 供 給 口 ２ ７ と 、 排 出 流 路 １ ４ ８
と 連 通 さ れ た 流 体 排 出 口 ２ ８ と が 設 け ら れ て い る 。 第 二 口 金 １ ５ ３ は 、 さ ら に 、 供 給 流 路
１ ４ ７ 及 び 排 出 流 路 １ ４ ８ の 基 端 を 封 止 す る 第 一 封 止 部 １ ５ ５ と 、 挿 入 部 ５ を 挿 通 し た 際
に 挿 入 部 ５ と 挿 通 孔 １ ４ ５ と の 隙 間 の 基 端 を 封 止 す る 第 二 封 止 部 １ ５ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ４ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ５ ７ の
使 用 方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 シ ー ス 本 体 １ ４ １ の 第 三 口 金 １ ２ ８ の 本 体 側 凸 部 １ ３ ２ と 、 軟 性 部 １ ４ ２ の 軟 性
部 口 金 １ ３ ６ の 軟 性 部 側 溝 １ ３ ５ と を 係 合 す る 。 こ の 際 、 シ ー ス 本 体 １ ４ １ の 先 端 面 １ ４
１ ａ と 軟 性 部 １ ４ ２ の 基 端 面 １ ４ ２ ａ と が 押 し 当 て ら れ 、 か つ 、 第 一 短 管 １ ５ １ と 第 二 短
管 １ ５ ２ と が 嵌 合 さ れ て 軟 性 部 １ ４ ２ と シ ー ス 本 体 １ ４ １ と が 接 続 さ れ て シ ー ス １ ４ ６ と
な る 。 そ し て 、 挿 入 部 ５ の 先 端 が カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ か ら 所 定 の 距 離 に 離 間 し た 位 置 と な る
よ う に 、 挿 通 孔 １ ４ ５ に 挿 入 部 ５ を 嵌 合 す る 。 な お 、 こ の シ ー ス １ ４ ６ の 組 み 立 て 順 番 は
上 述 し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 そ し て 、 挿 入 部 ５ を シ ー ス １ ４ ６ と と も に 図 示 し な い 観 察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 し 、 流 体
供 給 口 ２ ７ を 介 し て 供 給 流 路 １ ４ ７ に 冷 却 用 流 体 を 供 給 す る 。 冷 却 用 流 体 は 、 先 端 口 金 １
３ ３ 内 で 折 り 返 さ れ 、 排 出 流 路 １ ４ ８ を 流 通 し て 流 体 排 出 口 ２ ８ か ら 排 出 さ れ る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ４ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ５ ７ に よ れ ば 、 第 ８ の 実 施
形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に 、 第 １ ０ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 １ ０ の 実 施 形 態 と 第 ９ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装
置 １ ６ ０ の シ ー ス １ ６ １ が 、 第 ９ の 実 施 形 態 に 係 る 挿 通 孔 １ ４ ５ 、 供 給 流 路 １ ４ ７ 、 及 び
排 出 流 路 １ ４ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ た シ ー ス 本 体 １ ６ ２ と 、 シ ー ス 本 体 １ ６ ２ を 覆 っ て 折
り 返 し 流 路 １ ５ ０ の 径 方 向 の 膨 張 を 規 制 す る 規 制 部 １ ６ ３ と を 備 え て い る と し た 点 で あ る
。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 シ ー ス 本 体 １ ６ ２ の 肉 厚 は 、 第 ９ の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ス 本 体 １ ４ １ の 肉 厚 よ り も 薄 く
形 成 さ れ て お り 、 全 体 で 軟 性 部 と な っ て い る 。 シ ー ス 本 体 １ ６ ２ の 基 端 に は 、 供 給 流 路 １
４ ７ 及 び 排 出 流 路 １ ４ ８ 内 に そ れ ぞ れ 嵌 合 さ れ る 一 対 の 係 合 突 起 １ ６ ５ Ａ ， １ ６ ５ Ｂ が 設
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け ら れ た 第 二 口 金 １ ６ ６ が 配 さ れ て い る 。 係 合 突 起 １ ６ ５ Ａ に は 、 供 給 流 路 １ ４ ７ と 連 通
さ れ る 供 給 孔 １ ６ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 係 合 突 起 １ ６ ５ Ｂ に は 、 排 出 流 路 １ ４ ８ と 連 通
さ れ る 排 出 孔 １ ６ ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 規 制 部 １ ６ ３ は 、 内 視 鏡 先 端 部 ３ を 覆 う 先 端 口 金 １ ６ ７ と 、 先 端 口 金 １ ６ ７ と 接 続 さ れ
る 軟 性 の コ イ ル 部 １ ６ ８ と 、 コ イ ル 部 １ ６ ８ よ り も 高 い 剛 性 を 有 し て コ イ ル 部 １ ６ ８ の 基
端 が 接 続 さ れ る 網 状 管 １ ７ ０ と を 備 え て い る 。 先 端 口 金 １ ６ ７ に は 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ が
配 さ れ て い る 。 コ イ ル 部 １ ６ ８ の 両 端 に は 、 先 端 口 金 １ ６ ７ 及 び 網 状 管 １ ７ ０ と そ れ ぞ れ
接 続 す る た め の コ イ ル 側 口 金 １ ７ １ Ａ ， １ ７ １ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 コ イ ル 部 １ ６ ８ は 、 図 示 し な い 挿 入 部 の 湾 曲 部 と 略 同 一 の 長 さ と な っ て い る 。 網 状 管 １
７ ０ の 両 端 に は 管 側 口 金 １ ７ ２ Ａ ， １ ７ ２ Ｂ が 配 さ れ て い る 。 そ し て 、 先 端 口 金 １ ６ ７ と
コ イ ル 側 口 金 １ ７ １ Ａ 、 及 び 、 コ イ ル 側 口 金 １ ７ １ Ｂ と 管 側 口 金 １ ７ ２ Ａ と は 、 ゴ ム チ ュ
ー ブ １ ７ ３ を 介 し て 互 い に 嵌 合 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ６ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ７ ５ の
使 用 方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 先 端 口 金 １ ６ ７ 、 コ イ ル 部 １ ６ ８ 、 及 び 網 状 管 １ ７ ０ を 接 続 し て 規 制 部 １ ６ ３ と
す る 。 そ し て 、 こ の 規 制 部 １ ６ ３ と シ ー ス 本 体 １ ６ ２ と を 嵌 合 し て シ ー ス １ ６ １ と す る 。
そ し て 、 挿 入 部 ５ の 先 端 が 先 端 口 金 １ ６ ７ 内 の 所 定 の 位 置 と な る よ う に 、 挿 通 孔 １ ４ ５ に
挿 入 部 ５ を 嵌 合 す る 。 な お 、 こ の 順 番 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ し て 、 挿 入 部 ５ を シ ー ス １ ６ １ と と も に 図 示 し な い 観 察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 し 、 冷 却
用 流 体 を 供 給 し て 第 ９ の 実 施 形 態 と 同 様 に 循 環 さ せ る 。 こ の と き 、 冷 却 用 流 体 の 流 量 が 増
加 し て 供 給 流 路 １ ４ ７ や 排 出 流 路 １ ４ ８ の 内 径 が 拡 大 し て シ ー ス 本 体 １ ６ ２ が 拡 径 さ れ よ
う と し て も 、 コ イ ル 部 １ ６ ８ や 網 状 管 １ ７ ０ に よ っ て シ ー ス １ ６ １ の 径 方 向 外 方 へ の 拡 径
が 抑 え ら れ る 。 シ ー ス １ ６ １ が 劣 化 し た 場 合 に は 、 シ ー ス 本 体 １ ６ ２ か ら 規 制 部 １ ６ ３ や
第 二 口 金 １ ６ ６ を 取 り 外 し て シ ー ス 本 体 １ ６ ２ を 交 換 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ６ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ７ ５ に よ れ ば 、 コ イ ル 部 １
６ ８ で 覆 わ れ た 部 位 の シ ー ス １ ６ １ の 剛 性 が 、 網 状 管 １ ７ ０ で 覆 わ れ た 部 位 の シ ー ス １ ６
１ の 剛 性 よ り も 低 い の で 、 図 示 し な い 湾 曲 部 に よ る 湾 曲 に 対 し て 好 適 に 追 随 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 冷 却 用 流 体 の 流 量 が 増 加 し て も 、 挿 入 部 分 の シ ー ス １ ６ １ の 外 径 を 維 持 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 、 第 １ １ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 １ １ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装
置 １ ８ ０ の 内 シ ー ス １ ８ １ が 、 断 面 略 Ｃ 字 状 に 形 成 さ れ て 中 心 軸 線 Ｃ 方 向 に 延 び る 一 対 の
軟 性 管 （ 軟 性 部 ） １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ を 備 え 、 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ で 囲 ま れ
た 内 側 部 分 に 、 挿 入 部 ５ が 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 １ ８ ３ が 形 成 さ れ る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ は 、 基 端 側 の 外 周 面 に 外 筒 部 材 １ ８ ５ Ａ が 嵌 合 さ れ 、
か つ 、 先 端 の 内 周 面 に 内 筒 部 材 １ ８ ５ Ｂ が 嵌 合 さ れ て 、 互 い に 固 定 さ れ て い る 。
　 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ の 先 端 に は 先 端 面 １ ８ ２ ａ が 形 成 さ れ て 、 カ バ ー ガ ラ
ス ２ ２ が 配 さ れ た 短 管 部 １ ８ ６ が 先 端 面 １ ８ ２ ａ に 接 着 さ れ て い る 。 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ の 基
端 に は 、 流 体 供 給 口 ２ ７ 及 び 供 給 孔 １ ８ ７ ａ が 設 け ら れ て 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ に 冷 却 用 流 体 を
流 入 さ せ る 流 入 口 金 １ ８ ７ が 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 軟 性 管 １ ８ ２ Ｂ の 基 端 に
は 、 流 体 排 出 口 ２ ８ 及 び 排 出 孔 １ ８ ８ ａ が 設 け ら れ て 軟 性 管 １ ８ ２ Ｂ か ら 冷 却 用 流 体 を 流
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出 さ せ る 流 出 口 金 １ ８ ８ が 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。
　 短 管 部 １ ８ ６ の 表 面 に は 、 後 述 す る 係 合 口 金 １ ９ ３ の 係 合 切 り 欠 き １ ９ ３ Ａ と 係 合 さ れ
る 係 合 突 起 １ ８ ６ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 外 シ ー ス １ ９ ０ は 、 挿 入 部 ５ が 挿 通 さ れ た 際 に 、 先 端 が 湾 曲 部 ２ の 基 端 近 傍 位 置 と な る
よ う に 形 成 さ れ た 外 シ ー ス 本 体 １ ９ １ と 、 湾 曲 部 ２ を 覆 う 位 置 に 配 さ れ た 網 状 管 １ ９ ２ と
、 網 状 管 １ ９ ２ の 先 端 に 接 続 さ れ て 短 管 部 １ ８ ６ と 係 合 さ れ る 係 合 口 金 １ ９ ３ が 配 さ れ て
い る 。 係 合 口 金 １ ９ ３ に は 、 短 管 部 １ ８ ６ の 係 合 突 起 １ ８ ６ Ａ と 係 合 さ れ る 係 合 切 り 欠 き
１ ９ ３ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 外 シ ー ス １ ９ ０ の 先 端 に は 、 網 状 管 １ ９ ２ と 嵌 合 さ れ る 接 続
口 金 １ ９ ４ が 配 さ れ 、 基 端 に は 、 外 筒 部 材 １ ８ ５ Ａ と 嵌 合 さ れ る 固 定 口 金 １ ９ ５ が 配 さ れ
て い る 。 即 ち 、 外 シ ー ス １ ９ ０ の ほ う が 内 シ ー ス １ ８ １ よ り も 短 く 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 外 シ ー ス 本 体 １ ９ １ 及 び 網 状 管 １ ９ ２ の 剛 性 は 、 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ よ り
も 高 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ８ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ９ ６ の
使 用 方 法 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 外 筒 部 材 １ ８ ５ Ａ 及 び 内 筒 部 材 １ ８ ５ Ｂ が 所 定 の 位 置 に そ れ ぞ れ 嵌 合 さ れ て 固 定
さ れ た 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ に よ り 形 成 さ れ る 挿 通 孔 １ ８ ３ に 挿 入 部 ５ を 嵌 合
す る 。 そ し て 、 短 管 部 １ ８ ６ を 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ か ら な る 先 端 面 １ ８ ２ ａ
に 接 着 し て 内 シ ー ス １ ８ １ と す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ の 内 シ ー ス １ ８ １ を 外 シ ー ス １ ９ ０ に 挿 入 し 、 短 管 部 １ ８ ６ の 係 合 突 起 １ ８ ６ Ａ を 係
合 口 金 １ ９ ３ の 係 合 切 り 欠 き １ ９ ３ Ａ に 係 合 し 、 外 筒 部 材 １ ８ ５ Ａ と 固 定 口 金 １ ９ ５ と を
嵌 合 し て シ ー ス １ ９ ７ と す る 。 な お 、 こ の シ ー ス １ ９ ７ の 組 み 立 て 順 番 は こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 そ し て 、 挿 入 部 ５ を シ ー ス １ ９ ７ と と も に 図 示 し な い 観 察 対 象 物 の 内 部 に 挿 入 し 、 流 体
供 給 口 ２ ７ と 連 通 さ れ た 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ 内 に 冷 却 用 流 体 を 供 給 す る 。 冷 却 用 流 体 は 、 短 管
部 １ ８ ６ 内 で 折 り 返 さ れ 、 流 体 排 出 口 ２ ８ と 連 通 さ れ た 軟 性 管 １ ８ ２ Ｂ 内 を 流 通 し て 循 環
さ れ る 。 シ ー ス １ ９ ７ が 劣 化 し た 場 合 に は 、 一 対 の 軟 性 管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ の み を 交 換
す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 １ ８ ０ 及 び こ れ を 備 え る 内 視 鏡 装 置 １ ９ ６ に よ れ ば 、 一 対 の 軟 性
管 １ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ の 剛 性 が 、 網 状 管 １ ９ ２ や 外 シ ー ス 本 体 １ ９ １ の 剛 性 よ り も 低 い の
で 、 湾 曲 部 ２ に よ る 湾 曲 に 対 し て 好 適 に 追 随 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 一 対 の 軟 性 管 １
８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ に 冷 却 用 流 体 が 循 環 す る 際 に 、 冷 却 用 流 体 の 流 量 が 増 加 し て も 、 シ ー ス
１ ９ ７ の 径 方 向 外 方 へ の 膨 張 を 抑 え る こ と が で き 、 挿 入 部 分 の 外 径 を 維 持 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 は い わ ゆ る 直 視 型 と し て い る が 、 側 視
型 の も の で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て 、 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 湾 曲 時 に 内 視 鏡 先 端 部 ３
と 内 シ ー ス ２ ０ ０ の 先 端 と が 当 接 す る 口 金 ２ ０ １ が 、 内 シ ー ス ２ ０ ０ の 先 端 に 設 け ら れ て
い る と し て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 図 １ ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 湾 曲 の 際 、 内 視 鏡 先 端 部
３ 及 び 内 シ ー ス ２ ０ ０ の 先 端 と カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ と の 距 離 が 、 Δ ｄ か ら Δ ｄ ’ に 短 く な る
が 、 内 視 鏡 先 端 部 ３ 及 び 内 シ ー ス ２ ０ ０ の 先 端 の 相 対 位 置 を 変 え な い よ う に す る こ と が で
き る 。 こ の 際 、 湾 曲 動 作 時 に 軟 性 部 ６ ２ の 湾 曲 径 方 向 外 側 が 伸 び 、 か つ 、 湾 曲 径 方 向 内 側
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が 縮 む 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 一 方 、 湾 曲 時 に 挿 入 部 ５ と 内 シ ー ス ２ ０ ２ と が ス ラ イ ド し や す い よ う に 、 内 シ ー ス ２ ０
２ の 内 側 に フ ッ 素 等 の コ ー テ ィ ン グ 層 ２ ０ ２ Ａ が 設 け ら れ て い る と し て も よ い 。 こ の 場 合
、 湾 曲 の 際 に は 、 内 視 鏡 先 端 部 ３ の 先 端 が 、 内 シ ー ス ２ ０ ２ の 先 端 か ら Δ ｄ １ だ け 突 出 し
た 状 態 と な り 、 内 視 鏡 先 端 部 ３ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ２ と の 距 離 が 、 Δ ｄ か ら Δ ｄ １ ’ に 短 く
な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ７ の 実 施 形 態 に お い て 、 外 シ ー ス ９ １ だ け で な く 、 内 シ ー ス も 外 シ ー ス ９ １
と 同 様 の 構 成 と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 内 シ ー ス と 外 シ ー ス と の 軟 性 部 の 長 さ を 略 同 一 に
す る こ と に よ り 、 湾 曲 性 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 第 １ ０ の 実 施 形 態 に お い て 、 シ ー ス 本 体 １ ４ １ の 肉 厚 を 薄 く す る 代 わ り に 、 例 え
ば 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） を 備 え る シ ー ス 本 体
２ ０ ３ の 先 端 に 、 シ リ コ ー ン ゴ ム か ら な る 軟 性 部 ２ ０ ５ が 設 け ら れ て い る と し て も よ い 。
こ の 際 、 第 １ ０ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 コ イ ル 状 の 規 制 部 １ ６ ３ が 配 さ れ て い て も よ く 、 規
制 部 １ ６ ３ の 代 わ り に 糸 が 巻 回 さ れ た 規 制 部 ２ ０ ６ が 配 さ れ て い る と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 概 要 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 要 部 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す （ ａ ） 一 部 断 面 を 含 む 要
部 斜 視 図 、 （ ｂ ） （ ａ ） の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す （ ａ ） 要 部 構 成 図 、 （ ｂ
） （ ａ ） の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す （ ａ ） 一 部 断 面 を 含 む
要 部 斜 視 図 、 （ ｂ ） （ ａ ） と は 異 な る 方 向 か ら の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 の 変 形 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の 湾 曲 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 冷 却 装 置 の 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
１ ， ４ ８ ， ５ ２ ， ６ ５ ， ７ ９ ， ８ ９ ， １ １ ３ ， １ ３ ９ ， １ ５ ７ ， １ ７ ５ ， １ ９ ６ 　 内 視 鏡
装 置
２ 　 湾 曲 部
５ 　 挿 入 部
１ １ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １ ２ ０ ， １ ４ ０ ， １ ６ ０ ， １ ８ ０ 　 内 視 鏡
用 冷 却 装 置
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１ ２ ， １ ５ ０ 　 折 り 返 し 流 路
１ ３ ， ４ ９ ， １ ２ １ ， １ ６ １ ， １ ９ ７ 　 シ ー ス
１ ５ 　 流 体 流 通 部
１ ６ ， １ ３ ８ 　 挿 入 部 流 路
１ ７ ， ４ １ ， ６ １ ， ６ ４ ， １ ８ １ ， ２ ０ ０ ， ２ ０ ２ 　 内 シ ー ス
１ ８ ， １ ３ ７ 　 シ ー ス 流 路
２ ０ ， ４ ２ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ９ ０ 　 外 シ ー ス
２ ５ ， ４ ５ ， ６ ２ ， ９ ３ ， １ ２ ３ ， ２ ０ ５ 　 軟 性 部
２ ７ 　 流 体 供 給 口
２ ８ 　 流 体 排 出 口
５ １ 　 コ イ ル 部 材 （ 流 路 維 持 部 ）
７ ６ ， ８ ６ ， １ ０ ２ 　 コ ネ ク タ 部 （ 口 金 ）
８ ２ 　 シ ー ス 延 長 部
１ ６ ３ ， ２ ０ ６ 　 規 制 部
１ ８ ２ Ａ ， １ ８ ２ Ｂ 　 軟 性 管 （ 軟 性 部 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(17) JP 2007-296047 A 2007.11.15



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(18) JP 2007-296047 A 2007.11.15



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(19) JP 2007-296047 A 2007.11.15



【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

(20) JP 2007-296047 A 2007.11.15



フロントページの続き

(72)発明者  平田　康夫
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 BA21  CA05  DA11  DA12  DA15  DA16  DA57 
　　　　 　　  4C061 AA29  BB02  BB04  FF25  FF42  HH01  JJ11  LL02 

(21) JP 2007-296047 A 2007.11.15



专利名称(译) 内窥镜冷却装置和内窥镜装置

公开(公告)号 JP2007296047A 公开(公告)日 2007-11-15

申请号 JP2006125394 申请日 2006-04-28

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 平田康夫

发明人 平田 康夫

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

FI分类号 A61B1/00.310.A G02B23/24.A A61B1/008.510 A61B1/01.511 A61B1/12.540

F-TERM分类号 2H040/BA21 2H040/CA05 2H040/DA11 2H040/DA12 2H040/DA15 2H040/DA16 2H040/DA57 4C061
/AA29 4C061/BB02 4C061/BB04 4C061/FF25 4C061/FF42 4C061/HH01 4C061/JJ11 4C061/LL02 
4C161/AA29 4C161/BB02 4C161/BB04 4C161/FF25 4C161/FF42 4C161/HH01 4C161/JJ11 4C161
/LL02

代理人(译) 塔奈澄夫
正和青山

其他公开文献 JP5014668B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为内窥镜和内窥镜装置提供冷却装置，其中更换护套是
经济的。 ŽSOLUTION：在用于内窥镜的冷却装置11中，冷却流体被送
到具有弯曲部分2的插入部分5的尖端侧，该弯曲部分2可弯曲以冷却它。
它设置有护套13，护套13包括安装在插入部件5的尖端侧上的返回通道
12，并且以使得冷却流体流动的方式密封在尖端处，以及流体流动部件
以将冷却流体供给到要回收的返回通道12。护套13可拆卸地设置有柔性
部分25，柔性部分25在弯曲部分2弯曲时可弯曲地弯曲。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6af737a4-2b43-45d8-8f8b-3a6fd5436588
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038766077/publication/JP2007296047A?q=JP2007296047A

